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固 じ表題をお借 りして ,物 性研究Vol.1,N0.2の阿部竜蔵 氏の ノー トにつ

け加えを したい ｡閏題 は

妄lomj" )2f(qj" n(gR- q

とい う積 分を計算す ることである｡ ここに-

f(q,-1+ 悠 空 叫 ｣手芸:i∠g

で (ただ し2kFを醤 位に して gをはかった )㌔ i(q)と して両部 氏は

j(q) - i(0).禦 ヱ I rgr
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をとっ た O 物理 数学 の問題ではあるけれ ども ,この積分を求 めることには私 も

調心が あって ,別の方 法で処理 した ことがあ るので ,以 下にかいっ まんでそれ

を触紹介す る｡

まず く1)の積分を --か ら+… までにか えて ,1/2 倍に してお く｡次に

(12)の iflの中の絶対値記号が じゃ まなので ,これ を除 くOそ うす ると ,

-1<g<1の範顔で lnは 符iだけの違 いを笠ず る.他 の範拓ではちがわ ないO

ただ し ,qの複素平 面で , - 1と+ 1を両方 とも上か ,両方 とも 下に さげるよ

うにす る｡ さて ,絶対値 のつかない In を含む債 分は , sinqRと sin2g,の

積か ら望ず る

eLq(R+2T), a-iq(R+2T), elq(R-2r),etc. (4)
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の igにかか るR+2T',-(R+2r) ,R-2,I,etc.の正負に応 じて 上か 下

を まわ る半 円を積 分路に追加 してやれ ば ,消えて しまう｡従って ,絶対値の

ついた 1n を含む積分は

結 j(q)2 二宜 (花i,eigR gdg (5)

の種類のものにな る｡もっ と くわ しくいえば ,(4)に応 じて (5)の中 の

j(_q)2 eiqRは e乙q(･R+2r),etc.でお きかえねばな らない O

ともか く ,(5)の形 の積分は inがないか ら簡単に計算 で き ,i(q)が

(5)のような特別な形以外 のときも計算 しやすい｡場合 に よっては j(g)2の

瞳が qの複素平 面上にで きるが ,そのときは residue の定理 を旋えは よい O

間接交換 相互作用が - 1か ら+ てまでの 7-(q)の値に よってきめ られ る

(極が あるときは漸 近形が きめ られ る )とい うことは ,-注 目 して よい ことで

ある O
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